
○
全
国
各
地
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
生
息
し
て
い
た
と
の
記
録
あ
り

○
乱
獲
さ
れ
個
体
数
が
減
少

◆
渡
良
瀬
川
改
修
工
事

（
渡
良
瀬
川
の
流
れ
を
か
え
て
、
遊
水
地
に
す
る
工
事
）

○
第
２
次
世
界
大
戦
中
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
営
巣
に
適
し
た
松
の
高
木
が

伐
採
さ
れ
、
営
巣
場
所
が
減
少

○
強
力
な
農
薬
の
使
用
や
環
境
改
変
に
よ
り
、え
さ
生
物
及
び
こ
れ
ら
を

食
べ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
負
の
影
響
を
受
け
、
野
外
個
体
数
が
激
減

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定

（
こ
の
年
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
２
０
羽
に
減
少
）

◆
渡
良
瀬
遊
水
地
の
調
節
池
化
工
事

（
こ
の
間
に
第
１
、
第
２
、
第
３
の
３
つ
の
調
節
池
が
造
ら
れ
る
）

○
兵
庫
県
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
1
つ
が
い
を
捕
獲
し
、人
工
飼
育
が
始
ま
る

○
野
生
最
後
の
１
羽
が
兵
庫
県
豊
岡
市
内
で
保
護
さ
れ
た
が
死
亡

日
本
国
内
の
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
絶
滅

○
東
京
都
多
摩
動
物
公
園
が
国
内
で
初
め
て

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
に
成
功

◆
渡
良
瀬
貯
水
池
（
谷
中
湖
）
供
用
開
始

○
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
が
開
園

○
兵
庫
県
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
５
羽
を
野
外
に
放
鳥

（
再
導
入
・
野
生
復
帰
の
開
始
）

○
兵
庫
県
豊
岡
市
内
の
人
工
巣
塔
で
放
鳥
後
初
め
て
の
野
外
繁
殖
確
認
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◆
渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録

◆
第
１
回
渡
良
瀬
遊
水
地
ヤ
ナ
ギ
・セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

除
去
作
戦
（
外
来
植
物
除
去
活
動
）
開
催

◆
国
土
交
通
省
の
掘
削
に
よ
り
環
境
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
３
完
成

●
渡
良
瀬
遊
水
地
上
空
を
７
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
約
１
５
分
間
旋
回

（
栃
木
県
で
は
２
７
年
ぶ
り
の
飛
来
）

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ポ
ン
ス
ニ
（
Ｊ
０
０
５
１
・
♀
）
」

（
歌
の
叔
母
）
が
小
山
市
内
の
田
ん
ぼ
に
飛
来

◆
小
山
市
内
１
基
目
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
を
設
置

（
生
井
ゆ
り
か
ご
幼
稚
園
南
）

○
千
葉
県
野
田
市
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
を
開
始

○
福
井
県
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
放
鳥
を
開
始

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
き
ず
な
（
Ｊ
０
１
２
７
・♂
）
」
・「
ひ
か
る
（
Ｊ
０
１
２
８
・

♂
）
」
が
千
葉
県
野
田
市
「
こ
う
の
と
り
の
里
」
で
誕
生

●
「
き
ず
な
」
が
渡
良
瀬
遊
水
地
へ
初
飛
来

○
徳
島
県
鳴
門
市
で
野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
誕
生

（
兵
庫
県
豊
岡
盆
地
周
辺
以
外
で
初
）

○
野
外
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
１
０
０
羽
に
達
す
る

◆
第
１
回
お
さ
か
な
ワ
イ
ワ
イ
大
作
戦
開
催

●
「
ひ
か
る
」
が
渡
良
瀬
遊
水
地
へ
初
飛
来

◆
小
山
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
第
１
号
と
し
て
伴
瀬
恭
子
隊
員
が
着
任

●
「
ひ
か
る
」
が
渡
良
瀬
遊
水
地
に
再
飛
来
し
、
以
後
定
着

●
渡
良
瀬
遊
水
地
内
に
初
め
て
人
工
巣
塔
を
設
置
（
小
山
市
内
５
基
目
）

設
置
の
翌
日
か
ら
「
ひ
か
る
」
が
巣
作
り
開
始

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
歌
（
Ｊ
０
１
８
１
・♀
）
」
が

徳
島
県
鳴
門
市
の
電
柱
巣
で
誕
生

◆
国
土
交
通
省
の
掘
削
に
よ
り

人
為
攪
乱
型
実
験
地
完
成

●
「
ひ
か
る
」
の
定
着
半
年
を
記
念
し
、

特
別
住
民
票
交
付
・「
コ
ウ
ノ
ト
リ
写
真
展
」
開
催
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◆
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
７
周
年
記
念
「
柳
生
博
さ
ん
・

さ
か
な
ク
ン
と
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
小
山
市
の
宝

渡
良
瀬
遊
水
地
」

（
柳
生
名
誉
会
長
が
１
年
後
の
「
ひ
か
る
」
の
ヒ
ナ
誕
生
を
予
言
）

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
ひ
か
る
」
・
「
歌
」
・
「
カ
ズ
（
Ｊ
０
２
３
７
・♂
）
」
・

「
レ
イ
（
Ｊ
０
２
３
８
・
♀
）
」
が
４
羽
同
時
に

小
山
市
下
生
井
の
「
な
つ
み
ず
た
ん
ぼ
」
に
飛
来

◆
生
井
桜
づ
つ
み
公
園
ヨ
シ
灯
り
初
開
催

◆
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
渡
良
瀬
遊
水
地
が

過
去
最
大
と
な
る
約
１
．
６
億
㎥
を
貯
留

●
「
歌
」
が
渡
良
瀬
遊
水
地
に
再
飛
来
し
、以
後
定
着

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
「
歌
」
へ
の
特
別
住
民
票
交
付

●
渡
良
瀬
遊
水
地
で
「
ひ
か
る
」
・「
歌
」
ペ
ア
が
誕
生
！

④
２
羽
の
抱
卵
を
推
定

⑤
ヒ
ナ
誕
生
（
親
鳥
の
え
さ
の
吐
き
出
し
行
動
か
ら
推
定
）

（
兵
庫
県
で
の
野
生
復
帰
開
始
以
降
、東
日
本
初
！
）

⑥
ヒ
ナ
２
羽
の
姿
を
初
め
て
確
認

◆
渡
良
瀬
遊
水
地
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
館
オ
ー
プ
ン
！

○
野
外
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
２
０
０
羽
に
達
す
る

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
命
名
式
（
ヒ
ナ
の
愛
称
が
「
わ
た
る
」
・
「
ゆ
う
」
に
決
定
）

●
「
ゆ
う
（
Ｊ
０
３
２
８
・♀
）
」
巣
立
ち

●
「
わ
た
る
（
Ｊ
０
３
２
９
・♂
）
」
巣
立
ち

●
「
歌
」
左
脚
を
負
傷
、そ
の
後
10
月
に
死
亡
確
認

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊
伴
瀬
隊
員
が
任
期
満
了
に
伴
い
卒
業

●
渡
良
瀬
遊
水
地
で
「
ひ
か
る
」
・「
レ
イ
」
ペ
ア
が
誕
生
！

②
産
卵
を
推
定

③
ヒ
ナ
誕
生
（
親
鳥
の
え
さ
の
吐
き
出
し
行
動
か
ら
推
定
）

④
ヒ
ナ
３
羽
の
姿
を
映
像
で
確
認

（
内
１
羽
は
そ
の
後
親
鳥
の
間
引
き
に
よ
り
死
亡
）

●
コ
ウ
ノ
ト
リ
命
名
式
（
ヒ
ナ
の
愛
称
が
「
り
ょ
う
」
・
「
の
ぞ
み
」
に
決
定
）

●
「
り
ょ
う
（
Ｊ
０
３
４
１
・♂
）
」
・「
の
ぞ
み
（
Ｊ
０
３
４
２
・♀
）
」
巣
立
ち

（
渡
良
瀬
遊
水
地
で
の
野
外
繁
殖
が
２
年
連
続
で
成
功
）
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